
益城町女性活躍推進事業 【益城町】

○職場での住民の平等の意識は、県に比べて高くなっているが、
男性と女性で意識の差は大きくなっている。
○地方自治法（第２０２条の３）に基づく審議会等における女性委

員割合が、年々、漸減している状況である。
○町内会長や自治会長や議員等には、まだ、女性が就くことが

少ないという課題がある。

地域の実情と課題

○一般社団法人ウィメンズ・フォーラムくまもと

○益城町男女共同参画社会推進懇話会

連携団体

○活躍されている女性の活動内容の周知や、活躍の場を増やせ
るようサポート、女性ネットワーク強化を行っていく必要がある。
○講座のみで完結せず、さらなる町の発展に繋げるため、講座

や交流会等で出た意見や町で活動されている方の活動内容を関
係機関に共有する必要がある。

今後の課題

○セミナー申込者１１名のべ参加者数６６名。講座後の交流会を
行ったことで、不安や心配ごとの共有を行い、考え方の改善やモ
チベーションの向上に繋がった。講座終了後も、受講者同士で勉
強会の開催や情報共有が行われている。 
〇託児を設けることで、子育て中の方でも落ち着いて学べる機会

を提供することができた（受講生１１名中３名が託児利用）。
〇修了式には、町長や町女性課長も参加し、受講生の「わたし

の一歩が町を変える」宣言を直接聞いていただくことができた。

事業の効果

【目的】本町の更なる男女共同参画の推進を図るため、積極的に
発言して参画し、活躍しうる女性リーダー人材を発掘・育成し、各
種委員会・審議会の女性登用率の向上等を目指す。

【目標】全６回セミナー申込者１０名のべ参加者６０名

目的・目標

○”ましき女性みらい塾”という名称で、１８歳～５０歳代の女性
（町内在住又は町在勤）を対象にセミナー（全６回）を実施した。
○第３回の講座を、益城町男女共同参画推進月間の公開講座と

して、セミナー受講生以外の町内在住、町内在勤の方へ一般募集
行い、町男女共同参画社会推進懇話会の協力の元、開催した。
○講座後に、講師と受講者で交流会を数回実施した。
〇講座は全６回のため、欠席者向けのアーカイブ視聴や託児を

設けるなど参加しやすい工夫を行った。

事業の特徴

個別事業費 ９２４ 千円

交付金額 ４１７ 千円

事業番号 ５２６



事業の概要

第１回 １０月５日

「地域における男女共同参画の未来」

【講師】澤田 道夫氏（熊本県立大学総合管理学部 教授）

第２回 １０月２６日

「町の魅力発見！時代を切り開いた四賢婦人たち」

【講師】齊藤 輝代氏（著述家）

第３回 １１月２日 公開講座

「女性やマイノリティである人もともに生きやすいコミュニティとは」

【講師】平野 みどり氏（特定非営利活動法人DPI日本会議議長）

第４回 １１月１６日

「町に未来の種をまこう」ゲストトーク

【講師】野々下 直子（㈱J.H.Wellness代表取締役）

【講師】坂本 早苗氏（くまもと女性議員の会初代会長）

第５回 １１月３０日

「自分と向き合いEQ（感情の知性）を高めよう」

【講師】山本トースネスみゆき氏（EQ College主宰）

第６回 １２月１４日 修了式

「わたしの一歩が町を変える」宣言

１８歳～５０歳代の女性（町内在住又は町に通勤・通学）を対象に募集

第１回 第４回

ましき女性みらい塾
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